複合脂質に關する生化學的研究 第13報 Plasmalogenの吸收について by 昤嶋 俊男
札幌医誌　5（5），273～275（1954）
複合脂質に流する生化學的研究
　　　　　　第13報Plasmalogenの吸牧について
　　　　徳　嶋　俊．男
札幌医科大学生化学教室（主任 大野教授）
　　　　Biochemical　Studies　on　Compouhd　Lipids
XIII　．　On　the　Absorption　of　Acetal－Phospholipid　（Plasmalogen）
　　　　　　　　　　　　　　　　By
　　　　　　　　　　　　Tol　Hlo　ToKuslllMA
　　　助α，伽傭（岬ゼ・・1・θ廟吻・S卿伽Univ・・吻げM・d’ictin・
　　　　　　　　　　　（Chief：　Prof．　K．　Ollwo）
　從來燐脂質の消化吸牧は，大略脂肪のそれ匠準
ずるものと推定されているが，その研究業蹟は極
めて乏’しく，殊に個々の燐脂質に関する吸牧実験
は皆無の1伏態にある。本報告におV・ては，著者が
脳髄より分離せる粗Plasmalogenを川V・て，白鼠
に；拾ける消化管よりの吸牧を追跡．して得たる若干
の知見を獲表する。
　　　　　　　　　実験方法
　1）Plasmalogen試料の調製：　i）Plasmalogen水
乳液一粗Plasmalogen　l　gに微温湯を少量ずつ添加し，
よく混禾mして均等に乳化せしめ全量を10ccとする。　粗
Plasmalogenは前報告において著書が脳髄より分離せる
エーテル可溶劃分（A劃分Plasm310gen含量ユ8％）及び
エーテル不溶劃分（B劃分Plasmalogen含量15％）を使
用した。
　　ii）Plasmalogenオリーブ湘液一＊「L　PIasmalogen　19
をユOccのオリー．ブ汕に溶解せしめて製する。
　2）試料の投與方法：　体重100g前後の自鼠を18時
周絶食せしめた後，軽度にエーテル麻解し，開腹，直腸を
末端にて結紮，注射針を胃より小腸上部に挿入．し，試料i）
　　　　　　　　　ナ或いはii）の1CCを静かに注入する。・
　脳髄をそのまま試料として用いる場合たは，経「1的に概
取せしめた。なおこの際は直腸結紮を行わなかった。
　3）分析材料の採取：　試料投與後，5～24痔開にして
断頭により」血液を探取し，遠沈して血清を分離する。溝化
倒ま鋏開され，．少量の微温揚をもつて毛筆を用いて’t’1！iiヒ瞥
内容が洗出される。他の臓器組織は適当量：が秤量採取され
た。
　4）Plasmalogenの測定：　上述せる材料について
Plasmalogen：量を，吉原法bにより測定した。
　　　　　　　　　案験成績
　実瞼成続は後戸する表に総括される。Plasmalogen試
料日興の場合にはすべて対照に比して血清が最も強く，小
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，陽上部及び肝がこれに次ぐPlasmalogen増加を示した。
脾もまたオリーブ汕投興並びに脳髄食実瞼に才σいて軽度の
上昇が認められた。小腸下部及び大腸には何れの場合にも
著明な変化は認められなかった。
　Plasmalogen水乳液陵興実寸において，浩下山内容よ
り全く未変化のPlasmalog6nを回牧し得た。　その回暦量：
は投與後5時間では，約70～80％，12時間では約70％で
あった。從って20～30％のPlasmalogenは恐らく未水
解の形で腸粘膜より吸牧さわたものと考えられる。
　　　　　　　　　　考　　　按
　1）脂肪が溶化管に細いて吸牧される際には，その大部
分は沿化酵素の作用により脂肪酸の形に螂かれ，また一部
は未水解或いは部分的水解の状態において，結局胆汁酸塩
及び脂肪酸塩の助けにより，完全なる乳化態となることが
必須條件であると考えられている。しかるに燐脂質はそれ
字体水に容易に乳化態となり得る性質を有しているが放に，
もし腸粘膜における脂】1方性物質の吸収が，そオしが乳化態と
なることを必要且つ充分なる條件であるとするならば，燐
脂質は弱化酵素により水邸を受ける必要がないことになる。
この点に関して，本実瞼においてPlasmalogenが沿化瞥
内で浩化ぜられずに，恐らくそのままの形で吸牧せられて
いることが示されたことは，極めて注目に値する。
　2）体重100gの白鼠の体内には，大略80　mgのPlas－
malogenが含有せられている2）。本実瞼において投典され
たPlasmalogen量：は15～18　mgにして，自鼠の総Plas－
malogen量の約20％に相当する。しかしてその吸牧量は
投興後5～12時悶にして投與量：の20～30％である。　かか
る條：件にヰ。いて血浩は50～ユ00％，小腸上部は50％また肝
は20％のPlasmalogen増加を示す。脂肪吸牧時における
血液脂質の増量は，かなり大きな個体差を有し，Bloor3）は
3匹の犬において脂肪権取後5時1瑚で，1匹は約30％，他
21吉原：札幌医誌3，2G5（1952）． 3＞　Bloor　：　Biochemistry　of　the　Fatty　Ac’id（1943一〉．
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の2匹は約200％の血滅．脂質の増加を認めてu一・る。從っ
てPlasmalogenの吸牧速度は，ぼぼ脂肪の吸敗速度に上ヒ較
し得る程度であろうと考えられる。
　　3）　オリーブ汕とともにPlasmalogenを投典した実瞼
においては，胆独投與の場合より若干，脾においてPlas－
malogen含量の壇加が認められる以夕1・に，大差は認めら
れなかった・Pla瓢alogenの吸牧が脂肪共存の有無によ
つて影響されないことを示すものと考えられる。この点に
おいて，脳髄．食投輿の実瞼結果．も全く同様に解釈されるで
あろう。
綜 括
　　1）白鼠に．直接小腸上部に翼端せるPlasmalo－
gen　の約70～80％が，5～12時周後：に未井野の
まま回牧される。20～30％が二二されたものと見
倣される。
　　2J　Plasmalogen投輿後5時間にして，　th「．清は
約50～100．％，小腸上部は50％また肝は20％の
Plasmalogen増量を示す。小腸下部，大腸及び脾
は対照に比して攣化が認められなV・。仙し，オリ
ーブ油と共に投與した場合には，脾に：おいて輕度
の増力11が認められた。なお．面．清Plasmalogenの
増㌃量は詔固休ウ詫カミはげしく，郭と似；10％より葺と誰1玉250
％に：及んだ。
　　3）オリーブ油と共に投與した場合を，　Plas－
malogen軍独投輿の場合と比較して，一m1．清，小腸
上部灰び肝に鋤けるP1甲malogenの増加には大
差が認められなかった。乙の点に器い．て脳髄食購
取の実瞼も全く同様で．あった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）1葦｛i一「129．　2．　22受付う
Summary
?
　　　In　this　experiment，　albino　rats　of　Wister　strain　were’　fasted　for　！8　hours　before　they
were　injected．
　　　Water－emulsi丘ed　or　oliveっi1－dissolved　crude　plasmalogen（isolated．from　beef　brain　in
previous　report）　was　injected　directly　into　the　small　intestine．　5－12　hQurs　after　injectiop，
the　rats　were　sacrified　and　their　serum，　small　inte’唐狽奄獅?，　large　intestine，　liver，　spleen　and
the　contents　of　the　digestive　organ　were　used　to　deterinirie　plasmalogen　content．
　　　　Control　ani皿als　were　fasted　for　24　ho叫s　before　they　were　sacrified．
　　　　70－80％　of　administered　plasmalogen　were　recovered　in　intact　form，　so　it　would　be　safe
to　assume　that　20－30％　was　absorbed．　Plasmalogen　increased　from　50　to　100％　i．n　serum，
50％　in　small　intestine　and　20％　in　liver．　．一But　no　remarl〈able　changes　were　observed　in
’large　intestine　and　spleen．
　　　　Several　rats　were　fed　fresh　beef　brain　for　24　hours　before　they　were　sacri’fied．　And
almost　the　same　results　were　obtained・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Feb．　22，　1954）
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